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２ 合併について 

（１）将来の都市規模 

1 つに○ 問７ もし合併をする場合、あなたは、三島市を含むこの地域が将来どのような

都市規模になることが望ましいとお考えですか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 将来の都市規模について聞いたところ、「現状のままの都市でよい」（32.8％）が最も多く、次

いで多い「伊豆地域を代表する都市」（25.0％）とで全体の半数以上を占めた。一方、人口 20 万

人以上の都市規模を望む声は全体の４割弱であり、「沼津市と同じくらいの人口規模の都市」

（16.9％）と「県東部の中核都市」（15.9％）に回答が２分する結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「伊豆地域を代表する都市」（25.0％）が前回調査（32.0％）より 7.0 ポイント減少し、「沼津

市と同じくらいの人口規模の都市」（16.9％）が前回調査（8.0％）より 8.9 ポイント増加してい

る。その他の項目に大きな差は見られない。
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「現状のままの都市でよい（人口 11 万人程度）」の 32.8％が最多 

時系列比較 
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 性別  

 男性で最も多いのは「伊豆地域を代表する都市」（28.6％）であるのに対し、女性では「現状の

ままの都市でよい」（38.9％）に回答が集まっており、男性のほうが都市規模の拡大を望む傾向が

見られる。 

 年代別  

 「現状のままの都市でよい」への回答が最も多いのは 20代（37.8％）、次いで 40 代（35.5％）、

50 代（34.6％）、30 代（34.2％）と続き、これら年代ではいずれも３割以上となっている。一方、

60代（28.2％）及び 70 代以上（29.6％）では２割台にとどまっており、60代を境に差が見られ

た。都市規模の拡大を望む傾向が一番強いのは 60代となっている。 

 地区別  

 「現状のままの都市でよい」への回答が最も多いのは中郷地区（35.4％）、次いで北上地区

（32.4％）、旧市内地区（31.4％）、錦田地区（31.3％）であった。 
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（２）合併するべき市町村 

1 つに○ 問８ 問７で１～４を選択された方に伺います。もし合併をする場合、あなたは、

三島市（人口 112,241 人）とどの市町が合併すべきとお考えですか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三島市が合併すべき市町を聞いたところ、「三島市・函南町・長泉町・清水町（１市３町 人口

221,721 人）」（28.6％）への回答が最も多かった。その他で１割以上の回答を得たのは「三島市・

函南町（１市１町人口 151,044 人）」（14.9％）、「三島市・函南町・長泉町・清水町・裾野市（２

市３町 人口274,783人）」（11.9％）、「三島市・長泉町・裾野市（２市１町 人口204,019人）」（10.5％）、

「三島市・沼津市・裾野市・函南町・長泉町・清水町（３市３町 人口 482,788 人）」（10.3％）と

なっている。

「三島市・函南町・長泉町・清水町 人口 221,721 人」（28.6％）が最多 
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男性 395 14.4 7.8 4.1 29.4 9.9 10.1 11.1 1.0 2.3 4.3 3.8 1.8性
別

 

女性 384 15.6 8.3 3.1 27.3 11.2 13.5 9.6 1.0 1.6 3.4 3.1 2.1

20 代 67 19.4 3.0 6.0 28.4 4.5 9.0 16.4 0.0 3.0 6.0 1.5 3.0

30 代 121 11.6 6.6 1.7 24.8 15.7 14.9 9.1 0.0 1.7 4.1 7.4 2.5

40 代 133 15.0 9.0 3.0 26.3 12.8 11.3 9.8 1.5 2.3 5.3 2.3 1.5

50 代 143 15.4 9.8 4.2 28.7 9.8 11.2 9.1 0.7 2.1 4.2 3.5 1.4

60 代 176 14.8 9.1 2.8 29.5 10.2 11.9 11.4 0.6 2.3 2.3 4.0 1.1

年
代

別
 

70 代以上 141 15.6 7.8 5.0 32.6 7.8 11.3 9.2 2.8 0.7 2.8 1.4 2.8

旧市内地区 241 15.8 7.1 5.4 37.3 6.6 10.8 8.7 0.4 2.5 2.1 1.7 1.7

北上地区 188 10.1 5.9 1.6 24.5 21.3 10.6 11.7 0.5 1.1 5.3 4.8 2.7

錦田地区 162 15.4 15.4 4.9 26.5 7.4 10.5 9.3 1.2 1.2 3.7 2.5 1.9

地
区

別
 

中郷地区 155 19.4 5.2 1.9 25.8 7.1 14.2 11.6 0.6 1.9 4.5 5.8 1.9

 

 

：１位 

  

：２位
  

：３位 

 性別  

 「三島市・函南町・長泉町・清水町」への回答が男性（29.4％）、女性（27.3％）といずれも多

く、大きな差は見られなかった。 

 年代別  

 50 代以上では「三島市・函南町・長泉町・清水町」、「三島市・函南町」、「三島市・函南町・長

泉町・清水町・裾野市」が上位３位を占めた。一方、20代では「三島市・函南町・長泉町・清水

町」、「三島市・函南町」、「三島市、沼津市、裾野市、函南町、長泉町、清水町」と大規模都市へ

も１割以上の回答が集まり、30代では「三島市・長泉町・裾野市」への回答が他の年代と比較し

て多かった。 

 地区別  

 いずれの地区でも「三島市・函南町・長泉町・清水町」への回答が最も多いが、その中でも最

も回答を多く得た旧市内地区（37.3％）が、回答が少なかった北上地区（24.5％）を 12.8 ポイン

ト上回り、地区による意識に差が見られた。 

属性別 


